








4)まとめ 

①乳児期にお坐りが 10 ヵ月を越え、1才 6カ月健診で指さしΘの児は要注意とする。 

②1才 6ヵ月健診で精神発達項目に 2つ以上Θの児は要注意とする。 

③知恵遅れの発見には 1才 6ヵ月健診后の follow が大切である。 

4)まとめ 

イ) 1 才以下の乳児(4 ヵ月～1 才)でも発達検査を実施し、DQ が 80 以下の場合は将来知恵

遅れになる可能性が高い。 

ロ) 共同研究の精神発達スクリーニングは知恵遅れの早期発見に有用であり、1つ不合格者

は要経観 2つの不合格者は知恵遅れの疑いとして follow すべきである。 


